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平成２７年１月               発行人：中間貯蔵・環境安全事業株式会社 大阪 PCB 処理事業所 

大 阪 Ｐ Ｃ Ｂ 廃 棄 物 処 理 事 業 だ よ り （Ｎｏ.４０） 

◎ＰＣＢ廃棄物の処理状況について 

操業開始（平成１８年１０月）から平成２６年１２月３１日までの処理実績は下表のとおりです。 
 

処理状況 

対象物 

処理実績（※登録台数比率）   

近畿２府４県【総数】 大阪市【内数】 

トランス類 ２，２８３台（７０％） １，０８９台（８４％） 

コンデンサ類 ５１，８９１台（７５％） １１，４９６台（９１％） 

ＰＣＢ油類 １，１１９本（６２％） ４７４本（８７％） 

※登録台数等は平成２６年３月３１日現在の数値。 

◎会社名及び事業所名の変更について 

 弊社の社名は、昨年１２月２４日に施行された「日本環境安全事業株式会社法の一部を改正する法律」

に基づき、「中間貯蔵・環境安全事業株式会社」となりました。（なお、略称の「JESCO」はこれまでど

おりです。） 

 これにより弊社は、国が福島県内に設置する放射性物質によって汚染された土壌等の中間貯蔵施設に係

る業務の一部を担うことになります。この業務は、大阪 PCB 処理事業所（旧名称：大阪事業所）をはじ

めとした現在ある全国５つの事業所で行っている PCB 廃棄物処理事業とは完全に切り離して福島県内で

実施するものです。 

 なお、弊社が従前より実施している PCB 廃棄物処理事業につきましては、引き続き安全を第一に PCB

の処理を推進し、できるだけ早期に全国の PCB の処理を完了すべく今後とも全力で取り組んでまいりま

すので、ご理解、ご協力の程よろしくお願いいたします。 

◎消防訓練の実施について 

 消防訓練は毎年春と秋に実施しています。秋の訓練

は１１月１３日に放水訓練、担架組立・搬送訓練、簡

易テント組立訓練、二酸化炭素消火器の噴射訓練を行

いました。緊急事態はいつ発生するか分かりませんの

で、大阪 PCB 処理事業所員が適切かつ速やかな行動を

とることが出来るように訓練を継続しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

担架組立・搬送訓練 

  

二酸化炭素消火器噴射訓練 



◎地震避難訓練の実施について 

地震訓練は、平成２６年１２月４日に設備が自動停止

する震度５弱（１２０ガル）の地震発生を想定し行いま

した。 

緊急地震速報の放送を確認し、揺れが収まるまで各人

の安全を確保した後、設備からの PCB 油などの漏洩のチ

ェックや設備が安全に停止していることの確認を行いま

した。地震訓練は所員が自分の役割を理解して行動出来

るよう毎年定期的に行っています。 
                                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎施設見学の状況について 

当施設への見学者は、平成２６年１２月３１日現在

で９，７２３名（１，２８２団体）となっています。 

平成２６年１０月から１２月の見学者数は、以下の皆

様をはじめ計１９２名（１５団体）でした。 

 １０月 ７日 企業の地域団体   （１３名） 

 １１月１８日 企業と行政による 

環境保全団体（５２名） 

１１月２７日 環境関連法所管 

行政担当者（３０名） 
 
 
 

☆大阪ＰＣＢ廃棄物処理施設見学方法☆ 

  弊社のホームページを参照または総務課へご連絡下さい。 

 ・自由見学・西棟１階情報公開ルーム（月～金曜日の午前１０時から午後４時まで） 

 ・予約見学・西棟１階情報公開ルーム、見学者ホールなど 

       毎週火、木曜日（午前１０時から・午後２時から） 

 【問い合わせ】 中間貯蔵・環境安全事業（株）大阪 PCB 処理事業所  

         ＴＥＬ：０６－６４６８－０５７５ 

         ホームページ：http://www.jesconet.co.jp 

 

【発 行】 中間貯蔵・環境安全事業株式会社 大阪 PCB 処理事業所 

       総務課／安全対策課／運転管理課  ０６－６４６８－０５７５ 

       営業課（弁天事務所）            ０６－６５７５－５５７５ 
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対策本部の活動 指揮本部の活動 

机の下で各人の安全を確保 


